


【採取日：平成 19 年 8 月 7 日】

「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」
第2条に基づく排出水等の測定結果（平成19年8月分）

「瑞浪超深地層研究所に係る環境保全協定書」
第2条に基づく排出水等の測定結果（平成19年8月分）

瑞浪国際地科学交流館　ミニギャラリー展示案内瑞浪国際地科学交流館　ミニギャラリー展示案内

　瑞浪国際地科学交流館の１階のミニギャラリーでは、「樽上慈愛苑デイサービ
スセンター展示会」（仮称）の作品を展示いたします。是非、交流館へ足をお運
びください。
　また、展示作品の募集も随時行っております。展示は無料ですのでお気軽にお
問合せください。

　　【期　間】10 月 2 日（火）～ 10 月 31 日（水）　　10:00 ～ 21:00
　　【場　所】瑞浪市明世町山野内字大狭間 36-8（入場無料）
　　【休館日】毎週月曜日（月曜日が祝日又は振替休日でも休館）

瑞浪超深地層研究所を見てみませんか？瑞浪超深地層研究所を見てみませんか？

　瑞浪超深地層研究所の地下を体験する見学会を下記のとおり開催いたします。
希望される方は事前申込が必要となりますので、10 月 25 日（木）までに住所、
氏名、電話番号をお知らせください。また、申込み多数の場合は締切り前に受
付を終了させていただくこともありますのでご容赦ください。なお、見学会は
今後も毎月開催する予定です。
  【開催日時】平成 19 年 10 月 28 日（日）9:30 ～ 11:30
  【対　　象】小学校 4 年生以上

※お知らせいただいた氏名等の個人情報は見学会の目的以外には使用いたしません。

工事現場での安全の確保のため、お子様の場合は小学
校 4 年生以上の方に限らせていただき保護者の同行を
お願いしております。ご協力をお願いいたします

  【申込み先】地層研ニュース表面の連絡先へお願いいたします。

単位：mg/ ㍑（水素イオン濃度は pH）
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【測定期間：6 月 28 日～ 9 月下旬】

測定結果
花木の森散策路
における空間放
射線線量率

※5

3 ヶ月の集積空間放射

線線量率　　から算出※6

参　考　値

測定中
周辺地域の空間放射線線

量率と同等

測定中
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掘削土の溶出試験結果について掘削土の溶出試験結果について

　環境保全協定に基づき測定している掘
削土（8 月 7 日採取）中の自然由来によ
るふっ素の溶出試験結果（1.0mg/ ㍑）が、
協定に定める参考値（0.8mg/ ㍑）を超
えておりました。
　前回の採取日（7 月 10 日）以降に堆
積場へ搬出した全量については、廃棄物
処分場へ搬出することとし、9 月 14 日
に搬出を完了しました。
　なお、本件による周辺環境への影響は
ありません。今後とも環境保全協定を遵
守し、適切に管理して参ります。

※
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搬出作業の様子（堆積場）

《展示に関するお問合せ先》

地層研ニュース表面の連絡先へ電話または FAX、メールでお問合せください。

※
左下欄
を参照


